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11／�年�２００６�
（平成１８年）�11

◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

オープン�
　しました�
オープン�
　しました�
オープン�
　しました�
オープン�
　しました�

1７３９・３４２０�
　

文
学
の
魅
力
や
�
こ
と
ば
の
力
�
に

出
会
う
場
、
文
学
活
動
を
通
じ
た
市
民

の
新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て
「
町
田
市

民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
」
が　

月　
１０

２７

日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
日
の
開

館
式
典
に
は
石
阪
市
長
ら
関
係
者
と
と

も
に
、
文
学
館
開
設
準
備
懇
談
会
会
長

で
作
家
の
森
村
誠
一
氏
、
故
・
遠
藤
周

作
氏
の
夫
人
・
順
子
さ
ん
や
故
・
八
木

義
�
氏
の
夫
人
・
正
子
さ
ん
ら
も
出

席
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
（
写
真
下
）
の

後
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

同
館
は
、
１
９
９
７
年
、
遠
藤
周
作

氏
の
ご
遺
族
か
ら
資
料
が
寄
贈
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
誕
生
。
開
館
に
向

け
、
検
討
が
重
ね
ら
れ
る
中
で
、
町
田

ゆ
か
り
の
小
説
家
で
あ
る
八
木
義
�
氏

や
桜
田
常
久
氏
の
旧
蔵
資
料
な
ど
数
々

の
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他

に
も
作
詞
家
・
宮
川
哲
夫
氏
の
自
筆
歌

詞
草
稿
な
ど
貴
重
な
文
芸
関
係
資
料
約

５
万
８
０
０
０
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
館
は
こ
れ
ら
文
化
遺
産
と
し
て

　

文
学
館
の
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
地
上
３
階
地
下
２
階
、
延
べ
床

面
積
２
１
５
３
・　

m2
 

の
広
さ
で
、
外

５９

観
は 
瀟
洒 
な
赤
レ
ン
ガ
づ
く
り
。
正
面

し
ょ
う
し
ゃ

入
口
脇
に
は
、
故
・
遠
藤
周
作
氏
の
軽

井
沢
の
別
荘
か
ら
移
設
さ
れ
た
ブ
ロ
ン

ズ
像
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
旧
町
田

市
公
民
館
を
増
改
築
し
た
施
設
内
は
、

各
フ
ロ
ア
ご
と
に
特
徴
あ
る
機
能
を
持

た
せ
た
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲

故
・
遠
藤
周
作
氏
が
「
深
い
河
」

な
ど
の
執
筆
に
使
っ
た
机

　３階には、団体・サークル等の文学
活動に利用できる会議室が６室と保育
室があります。文学に関する研究・創
作・読書会・朗読等の活動にご活用下
さい。詳細は同館までお問い合わせ下
さい。

講師日　　時テーマ
文芸編集者
根本昌夫氏

１２月１７日（日）
午後２時～４時

八木義�をめぐって
「文学の鬼を志望す」第１回

俳人・エッ
セイスト
稲垣麦男氏

２００７年
１月２７日（土）
午後２時～４時

石川桂郎をめぐって
「町田能ヶ谷の俳人
・石川桂郎」

第２回

作家・歌人
須永朝彦氏

２００７年
２月１８日（日）
午後２時～３時

日影丈吉をめぐって
「極上のエンターテインメ
ント－日影丈吉★人と作品」

第３回

■会　　場　町田市民文学館２階大会議室
■定　　員　各５０人（申し込み順）
■申し込み　電話で町田市民文学館（11７３９・３４２０）へ。

利用案内
■開館時間　午前９時～午後１０時
［展示室／資料閲覧室の利用］
　　午前１０時～午後５時
　　※展示室の入室は午後４時３０分まで
［資料の閲覧および貸出業務］
　　午前１０時～午後５時
［会議室等の貸出／文学サロンの利用］
　　午前９時～午後１０時
■休館日
　毎週月曜日（祝休日の場合は開館）
　毎月第２木曜日（祝日の場合は翌日）
　１２月２９日～１月４日／特別整理日等

開館記念展関連講座
町田ゆかりの文学に親しむ（３回シリーズ）

�

小
田
急
町
田
駅�

小
田
急
線�

交
番�

町田駅�

西口�

至古淵�
至成瀬�至相模大野�

至新宿�
原町田五� 版画美術館�

入口�

北口�

町
田
市
役
所�

東急�

まちだ�
中　央�
公民館�
（１０９）�

　市民フォーラム�
（サウスフロントタワー）�

東急�町田�
バスセンター�

町田バスターミナル�

中央�
図書館�

北
口�

東口�
南口�

ターミナル入口�

ＪＲ横浜線�
�

町田市民�
文学館�

■
住
所　

原
町
田
４－

　

－

　
１６

１７

■
交
通　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
「
町
田
駅
」

町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
口
か
ら
徒
歩
８
分

／
小
田
急
線
「
町
田
駅
」
東
口
か
ら

徒
歩　

分
１２

身
体
障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
あ

り
（
２
台
分
）

遠
藤
周
作
氏
の
軽
井
沢
の
別
荘
か
ら
移
設
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
（
二
田
原
英
二
氏
作
）
▼

　１階は、町田ゆかりの文学者の著作
や研究書、市民著作、その他雑誌、全
集類、児童書などが収蔵され、資料閲
覧室を備えた図書館機能を有していま
す。ここでは市立図書館の利用券を使
って、資料を借りることができます
（貴重資料を除く）。また、カフェを
併設した文学サロンでは、コーヒーを
飲みながらゆったりと「町田の文学」
に触れること
ができるよ
うになって
います。

　２階には、企画展用の展示スペース
があり、町田ゆかりの文学者をとりあ
げる展覧会や、子ども達も楽しめる企
画展を開催します。現在は開館記念展
として「ことばの森の住人たち‐町田

▲

文
学
ブ
ッ
ク 

カ
フ
ェ
で 

ゆ
っ
た
り
と

ゆかりの文学者‐」展を開催中
（２００７年３月４日まで）で、町
田ゆかりの主要な文人２３人を貴
重な資料とともに紹介していま
す。
　また、展示スペースの他に大
会議室もあり、各種講座・講演
会や文学散歩など市民の皆さん
が知識や関心を深め、参加でき
るイベントを企画しています。

展示室展示室

文学サロン文学サロン

３階の会議室３階の会議室

施設貸出機能 展 示 機 能 図書館機能
2階 1階3階

の
文
学
資
料
を
収
集
・
保
存
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
�
文
学
�
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
人
が
出
会
い
、
交
流

し
、
新
し
い
市
民
文
化
を
発
信
す
る
拠

点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

資
料
展
示
に
重
点
を
置
く
従
来
型
の
文

学
館
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
が
自

ら
研
究
に
取
り
組
む
市
民
研
究
員
制
度

な
ど
、
市
民
が
積
極
的
に
参
加
で
き

る
、
新
た
な
市
民
活
動
の
場
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



２００６．　．　（　） １１ １１２ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

　

市
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
も
地
域

の
各
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
市

立
中
学
校
２
年
生
の
職
場
体
験
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
３
期
に
分
け

て
実
施
し
、
９
月　

日
〜　

日
と　

月

２５

２９

１１

６
日
〜　

日
の
１
・
２
期
目
が
終
了
し

１０

ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
先
の
一
つ
で
あ
る
、
市
民

病
院
で
は
７
人
の
生
徒
が
看
護
体
験
等

を
行
い
ま
し
た
。

　

看
護
体
験
を
終
了
し
た
堺
中
学
校
の

勝
尾
絵
里
菜
さ
ん
（
写
真
右
）
と
本
町

田
中
学
校
の
殿
村
瞳
さ
ん
は
「
看
護
の

仕
事
に
興
味
が
あ
り
、
最
初
は
戸
惑
い

や
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
患
者
さ
ん
の

喜
ぶ
顔
を
見
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
」
「
産
婦
人
科
で
は
赤
ち
ゃ
ん
の
顔

を
見
て
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど

と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。
職
場
体

験
は
、
３
期
目
と
し
て
来
年
の
２
月
５

日
〜
９
日
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
５
４

　
　

月　

日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
委
員

１０

１２

会
総
会
に
お
い
て
、
互
選
に
よ
り
、
農

業
委
員
会
会
長
に
吉
川
庄
衞
氏
（
昭
和

　

年
生
ま
れ
、　

歳
）
が
選
出
さ
れ
、

１４

６６

同
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
で
す
。

　

な
お
、
職
務
代
理
者
に
は
、
横
田
文

雄
氏
（
昭
和
５
年
生
ま
れ
、　

歳
）
が

７６

選
出
さ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
会
長
に

吉
川
庄
衞
氏
が就

任

　
　

月
６
日
付
で
、
教
育
委
員
長
に
富

１１
川
快
雄
氏
（
昭
和　

年
生
ま
れ
、　

１０

７１

歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
６

期
目
と
な
り
ま
す
。

　

任
期
は
１
年
で
す
。

　
　

月　

日
付
け
で
、
教
育
委
員
に
井

１０

２８

関
孝
善
氏
（
昭
和　

年
生
ま
れ
、　

１６

６５

歳
）
と
岡
田
英
子
氏
（
昭
和　

年
生
ま

３１

れ
、　

歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

５０

　

任
期
は
４
年
で
す
。

教
育
委
員
に

井
関
孝
善
氏
と

岡
田
英
子
氏
が再

任

教
育
委
員
長
に

富
川
快
雄
氏
が再

任

○
応
募
資
格　

市
内
及
び
近
隣
市
に
事

業
所
を
有
す
る
事
業
主

○
募
集
期
間　
　

月　

日
（
金
）
ま
で

１１

２４

○
広
告
掲
載
料　

４
万
円
（
タ
テ　
　３８
mm

×
ヨ
コ　
　

）

９０
mm

○
募
集
件
数　

４
件

○
応
募
で
き
な
い
も
の　

①
ま
ち
だ
ガ

イ
ド
の
公
共
性
ま
た
は
品
位
を
損
な
う

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
②
公
序
良
俗
に
反

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
③
風
営
法
第

２
条
に
該
当
す
る
も
の
④
政
治
・
宗
教

に
関
す
る
も
の
⑤
個
人
・
団
体
等
の
意

見
広
告
を
内
容
と
す
る
も
の
⑥
法
令
の

規
定
に
違
反
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

等
で
す
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
、
応
募
説
明
等
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
広
報
広

聴
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・
２
１
０
１

　

市
で
は
、
転
入
者
や
希
望
者
に
配
布

し
て
い
る
市
内
地
図
「
ま
ち
だ
ガ
イ

ド
」
に
、
市
民
生
活
に
関
連
の
深
い
内

容
の
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
告
募
集 

ま
ち
だ
ガ
イ
ド

お
店
や
会
社
の
広
告
を
載
せ
ま
せ
ん
か

　市では、社団法人東京都自動車整備
振興会町田支部と「災害時における応
急活動に関する協力協定」を締結し、
１０月２０日に調印式が市役所で行われま
した。
　この協定は地震や風水害などの大規
模災害時に障害物の除去、緊急自動車
等の整備などの応急活動を要請に基づ
いて行なうことを定めたものです。

□問 防災課11７２４・３０７５

　
　

月　

日
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア

１１

２５

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ス

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
石
川
信
介
さ
ん
が
視
覚
障
が
い
者

柔
道
・
男
子
１
０
０　

超
級
の
日
本
代

kg

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

そ
の
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
と
は
極
東

・
南
太
平
洋
地
域
の
身
体
障
が
い
者
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
１
９
７
５
年
に
日
本

の
呼
び
か
け
で
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、

今
回
が
９
回
目
で
す
。
今
大
会
に
は
、

　

か
国
、
２
３
１
０
人
の
選
手
が
参
加

４３し
ま
す
。

　

石
川
さ
ん
は
「
今
回
の
大
会
で
メ
ダ

ル
を
取
り
、
２
年
後
の
北
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
に
行
な
わ

１０

２８

３１

れ
た
、
全
国
健
康
福
祉
祭
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
に
町
田
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
所
属
の
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
「
町
田
メ
イ

ツ
」
が
東
京
都
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
り　

月　

日
、
市
役
所
に
報

１０

２４

告
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
全

国
か
ら
集
ま
っ
た　

チ
ー
ム
が
出
場
。

６４

結
果
は
惜
し
く
も
初
戦
敗
退
で
し
た
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
毎
年
、
厚
生

労
働
省
な
ど
が
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の

形
成
を
テ
ー
マ
に
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
健
康
づ
く
り
な
ど
を
す
す
め
る
大
会

で
、
今
年
が　

回
目
。
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

１９

文
化
活
動
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
静

岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全国健康福祉祭しずおか大会
「ねんりんピック静岡２００６」に

シニアソフトボールチームシニアソフトボールチーム
「「町田メイツ」が初出場町田メイツ」が初出場

　

町
田
市
と
東
京
都
は
、
厚
木
飛
行
場

か
ら
の
航
空
機
騒
音
の
影
響
を
把
握
す

る
た
め
、
毎
年
騒
音
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
８
月　

日
に
東
京
都
環
境
局

３１

が
発
表
し
た
平
成　

年
度
調
査
結
果
に

１７

よ
る
と
、
市
内
の
環
境
基
準
指
定
地
域

内
の
７
地
点
の
う
ち
６
地
点
で
環
境
基

準
を
超
過
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
航
空
機
騒
音
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
日
常
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、
ま
た
、
飛
行
コ
ー
ス
直
下
の

地
域
住
民
は
航
空
機
事
故
へ
の
不
安
を

常
に
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

は　

月　

日
、
東
京
都
と
と
も
に
米
海

１０

２４

軍
厚
木
航
空
施
設
を
訪
ね
、
同
施
設
司

令
官
あ
て
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
平
穏

な
生
活
が
確
保
で
き
る
よ
う
「
厚
木
飛

行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
防
止

及
び
安
全
対
策
等
の
推
進
に
関
す
る
要

請
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
夜
間
、
早
朝
、
正
午

か
ら
午
後
１
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

な
ど
の
飛
行
を
中
止
す
る
こ
と
、
低
空

飛
行
や
旋
回
飛
行
を
行
わ
な
い
こ
と
等

の
騒
音
防
止
対
策
の
推
進
、
安
全
確
保

の
徹
底
や
操
縦
士
へ
の
安
全
教
育
等
の

実
施
、
訓
練
並
び
に
飛
行
に
関
す
る
情

報
の
提
供
等
で
す
。
詳
細
は
、
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

市
で
は
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
米

軍
及
び
日
本
政
府
に
対
し
航
空
機
騒
音

の
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
引
き

続
き
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
や
基
地
周

辺
各
市
と
と
も
に
、
粘
り
強
く
要
請
し

て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
要
請
活
動
等
に
関
す
る
こ
と
＝
町
田

市
企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

○
平
成　

年
度
騒
音
調
査
結
果
に
関
す

１７

る
こ
と
＝
東
京
都
環
境
局
環
境
改
善
部

大
気
保
全
課
11　

・
５
３
８
８
・
３
４

０３

８
９

○
町
田
市
の
騒
音
状
況
等
に
関
す
る
こ

と
＝
町
田
市
環
境
保
全
課
11
７
２
４
・

２
７
１
１

町田に

静かな

空を返せ

　

町
田
市
と
友
好
関
係
に
あ
り
、
市
の

自
然
休
暇
村
が
あ
る
長
野
県
川
上
村
か

ら　

月　

日
、
白
菜
約
６
０
０
個
が
届

１０

３１

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

野
菜
作
り
が
盛
ん
な
川
上
村
を
町
田

市
民
に
良
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
は
じ

め
た
も
の
で
、
早
朝
、
川
上
村
で
収
穫

さ
れ
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
た
新
鮮
な
白

菜
は
市
役
所
に
午
前　

時
ご
ろ
到
着
。

１０

早
速
、
市
役
所
駐
車
場
で
配
ら
れ
、
来

庁
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　

川
上
村
に
あ
る
町
田
市
の
自
然
休
暇

村
（
長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村
字
秋
山

　

－

　

）
は
標
高
１
５
０
０
ｍ
の
山
あ

５３

１５

い
に
あ
っ
て
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
季
節
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す
。

□問
 

自
然
休
暇
村
申
込
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
7
０
１
２
０
・　

・
２
８
３
８

５５

中
学
校
２
年
生

中
学
校
２
年
生　

職
場
体
験
事
業

　

職
場
体
験
事
業
今
年
は

３
期
に
分
け
５
日
間

長長野野県県
川川上上村村
かからら
白白菜菜のの
たたよよりり

市民病院で職場体験をしましたとれたて白菜をプレゼント

町
田
メ
イ
ツ
の
皆
さ
ん
と
市
長

日本代表石川さんと市長

協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

フェスピックフェスピック競技大会競技大会
日本代表に日本代表に石川石川さんさん

米
軍
に
航
空
機
騒
音
の
防
止

米
軍
に
航
空
機
騒
音
の
防
止

及
び
安
全
対
策
等
の
推
進
を
要
請

　

及
び
安
全
対
策
等
の
推
進
を
要
請

災災害害時時のの応応急急活活動動にに

関関すするる協協力力協協定定をを

締締結結ししままししたた
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町

田

市

民

病

院

だ

よ

り

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

　

多
胎
児
を
育
て
て
い
る
方
、
こ
れ
か

ら
出
産
の
予
定
の
方
及
び
家
族
の
方
の

出
会
え
る
場
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前　

時

１２

１１

１０

〜　

時　

分
（
９
時　

分
か
ら
受
付
）

１１

３０

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階

多

胎

児

の

会

（
そ
ら
ま
め
の
会
）

○
内
容　

保
護
者
同
士
の
交
流
、
情
報

交
換
、
手
遊
び
な
ど

　

市
立
小
・
中
学
校
の
障
が
い
児
の
教

育
活
動
充
実
の
た
め
、
介
助
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
資
格　

障
が
い
児
教
育
に
理
解
の
あ

る　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
（
教
員
免
許

４０
の
有
無
は
不
問
）

○
勤
務
期
間　

２
０
０
７
年
４
月
１
日

〜
２
０
０
８
年
３
月　

日
（
休
業
中
は

３１

障
が
い
児
介
助
員

除
く
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

４
時
（
週　

時
間
以
内
）

３０

○
申
し
込
み　

履
歴
書
を
２
０
０
７
年

１
月
９
日
午
後
４
時
ま
で
（
必
着
）
に

直
接
ま
た
は
郵
送
で
指
導
課
（
〒　

－１９４

０
０
２
２
、
森
野
１－

　

－

　

、
11
７

３３

１０

２
４
・
２
１
８
０
）
へ
。
書
類
審
査
の

う
え
、
２
０
０
７
年
２
月
上
旬
に
面
接

を
行
い
ま
す
。

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

明
る
く
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
外
国

籍
の
子
ど
も
た
ち
の
お
世
話
を
し
て
く

れ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

○
対
象　

継
続
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

動
で
き
る
方

○
活
動
日
時　

日
本
語
教
室
が
あ
る
毎

週
火
曜
日
午
前　

時
〜　

時　

分
、
及

１０

１１

３０

び
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

（
毎
月
第
５
週
目
は
お
休
み
）

○
活
動
場
所　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

４
階
保
育
・
託
児
室

□問
 

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
11
７
２
２

・
４
２
６
０

　

教
室
参
加
者
へ
の
指
導
及
び
介
助
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
で
福
祉
に
理
解
と

１８

情
熱
の
あ
る
方

○
勤
務
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
後
（
年

間　

回
程
度
）

３６
○
勤
務
場
所　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

障
が
い
児
ス
ポ
ー
ツ
教
室

指

導

員

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１１

１７

で
障
が
い
福
祉
課
（
11
７
２
４
・
２
１

４
７
）
へ
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、　

月　
１１

２６

日
ま
で
に
高
齢
者
福
祉
課
（
11
７
２
４

・
４
０
４
８
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
後
７
時

１１

２７

〜
８
時　

分
３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階
健
康
教

育
室

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

２
０
０
６
年
度
第
１
回
介
護
保
険
苦
情

相
談調

整

会

議

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

ご
み
減
量
課
（
11
７
９
７
・
０
５
３

０
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１１

１８

１０

〜
正
午

○
会
場　

教
育
セ
ン
タ
ー
（
木
曽
町
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

第
３
回ご

み
ゼ
ロ
市
民
会
議

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
高

齢
者
福
祉
課
（
11
７
２
４
・
２
１
４

６
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
金
）
午
後
６
時

１１

２４

　

分
〜
８
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階
健
康
教

育
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

第
２
回
町
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー運

営

協

議

会

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
ひ
と
り

親
家
庭
に
対
し
て
、
医
療
費
を
助
成
し

ま
す
。

【
該
当
す
る
方
は
申
請
を
】

○
対
象　

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母
（
配
偶
者
が
な
く
、
現
に　

歳
未

１８

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
）
②
父

ま
た
は
母
に
障
が
い
の
あ
る
家
庭
（
身

体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
及
び
３
級

の
一
部
）
③
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上

の
拘
禁
、
ま
た
は
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家

庭
④
両
親
が
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
養
育
者

○
助
成
の
範
囲　

医
療
機
関
で
支
払
う

べ
き
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助
成

（
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
は

一
部
負
担
金
有
り
）

※
申
請
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
（
同

居
の
父
・
母
な
ど
）
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
所
得
限
度
額
や
申
請
に
必
要

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の

医

療

費

助

成

な
添
付
書
類
な
ど
詳
細
は
子
ど
も
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
現
況
届
の
提
出
を
】

　

す
で
に
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、

更
新
の
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
（
用
紙
は
送
付
済
み
で
す
）
。
期

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

○
提
出
期
間　
　

月　

日
（
月
）
〜　

１１

１３

２４

日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
４

３

　

最
近
、
体
調
が
悪
く
て
病
院
で
検
査

を
受
け
た
け
れ
ど
、
特
に
異
常
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
り
、
原
因
が
は
っ
き
り

し
な
く
て
心
配
を
さ
れ
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
時
頼
り
に
な
る
の

が
漢
方
で
す
。
漢
方
は
自
覚
症
状
を
重

視
し
、
そ
こ
か
ら
治
療
に
つ
な
げ
て
い

く
医
学
で
す
。
西
洋
医
学
的
に
は
病
名

が
つ
か
な
い
よ
う
な
症
状
も
治
療
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
心
と

身
体
を
分
け
て
考
え
ず
、
心
身
全
体
を

診
て
薬
を
決
定
す
る
の
が
漢
方
治
療
の

特
徴
で
す
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
西
洋
医
学
の
病
名
が

同
じ
で
も
、
個
人
の
心
身
の
状
態
が
違

っ
て
い
れ
ば
処
方
が
異
な
る
の
も
漢
方

の
特
徴
で
す
。
し
か
し
、
漢
方
と
い
え

ど
も
副
作
用
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
民
病
院
の
漢
方
外

来
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
体
質
や
症
状

に
合
わ
せ
た
適
切
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
治
療
を
漢
方
専
門
医
が
行
っ
て
い
ま

す
。 
煎 
じ
薬
、
エ
キ
ス
剤
い
ず
れ
も
保

せ
ん

険
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
何
か

お
困
り
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。

○
漢
方
外
来
担
当　

菊
谷
健
彦
医
師
、

小
林 
瑞 
医
師

み
ず
ほ

○
外
来
日　

菊
谷
医
師
＝
月
曜
日
午
前

・
金
曜
日
午
前
、
小
林
医
師
＝
木
曜
日

午
後

※
い
ず
れ
も
電
話
で
予
約
制
（
11
７
２

２
・
２
２
３
０
）
。

※
初
診
の
方
は
診
察
前
に
質
問
用
紙
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
予
約

の　

分
前
に
お
い
で
下
さ
い
。

１５
□問
 

町
田
市
民
病
院
11
７
２
２
・
２
２
３

０
（
内
線
５
７
２
）

ま
た
は　

歳
以
上
の
夫
婦
、
兄
弟
、
同

６５

居
人
等
で
構
成
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

　

市
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
地
震
、
災
害
に
お
け
る
高
齢
者
の
安

全
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
自
宅
の
家

具
等
に
金
具
等
を
付
け
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
は

金
具
代
の
み
負
担
し
て
い
た

だ
き
、
取
付
代
金
は
市
が
負

担
し
ま
す
。
取
付
は
委
託
業

者
の
専
門
の
大
工
が
行
い
ま

す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
で
１
人
暮
ら
し
の
方
、

��
��

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

　

様
々
な
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

対
象
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、

定
期
の
予
防
接
種
が
終
わ
っ
て
い
る

か
、
母
子
手
帳
を
も
う
一
度
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
の
対
象
年
齢
と
間
隔
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
は
集
団
で
、
三
種

（
二
種
）
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

（
Ｍ
Ｒ
）
・
日
本
脳
炎
は
個
別
で
実
施

し
ま
す
。

【
Ｂ
Ｃ
Ｇ
に
つ
い
て
】

　

毎
月
本
紙　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

２１

す
。

【
ポ
リ
オ
に
つ
い
て
】

　

適
宜
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
麻
し
ん
・
風
し
ん
に
つ
い
て
】

　

４
月
１
日
か
ら
接
種
方
法
等
の
変

更
、　

月
１
日
か
ら
経
過
措
置
の
設
定

１０

を
し
ま
し
た
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
は
混
合
ワ
ク
チ
ン

に
な
り
、
１
歳
代
と
小
学
校
就
学
前
年

齢
（
い
わ
ゆ
る
保
育
園
・
幼
稚
園
の
年

長
児
）
の
時
の
２
回
、
接
種
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

定
期
予
防
接
種

　

旧
制
度
対
象
者
（
表
を
参
照
）
に
町

田
市
独
自
制
度
と
し
て
２
０
０
７
年
３

月　

日
ま
で
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
ど
ち

３１

ら
か
片
方
が
未
接
種
の
場
合
、
未
接
種

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。

【
日
本
脳
炎
に
つ
い
て
】

　

国
か
ら
の
勧
告
に
よ
り
、
現
在
積
極

的
な
接
種
勧
奨
を
控
え
て
い
ま
す
。

【
個
別
接
種
に
つ
い
て
】

　

町
田
市
医
師
会
の
協
力
で
実
施
す
る

も
の
で
す
。
該
当
す
る
お
子
さ
ん
は
近

く
の
実
施
医
療
機
関
で
お
受
け
下
さ

い
。
接
種
料
は
無
料
で
す
。

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の
予
防

接
種
実
施
医
療
機
関

※
接
種
は
診
療
時
間
内
に
行
い
ま
す
。

必
ず
事
前
に
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

Ｂ Ｃ Ｇ �

学 年 → �
３
か
月�

６
か
月�

９
か
月�

１
歳�

２
歳�

３
歳�

４
歳�

５
歳�

６
歳�

７
歳�

８
歳�

９
歳�

１０
歳�

１１
歳�

１２
歳�

１３
歳�

小
１�

小
２�

小
３�

小
４�

小
５�

小
６�

中
１�

ポ リ オ �
（２回）�

三種混合�

二種混合�

日本脳炎�

麻しん風しん�
 混合（MR）、�
麻しん単体、�
風しん単体、�
第１期・２期�

第２期�

個別接種�
MR�
１回目�

個別接種�
MR　　�

２回目　　�

個別接種�
MR�
１回目�

個別接種�
MR　　�

２回目　　�

町田市独自接種�
麻しんまたは風しん�

１回のみ�

町田市独自接種�
麻しんまたは風しん�
１回のみ�

経過措置� 経過措置�第１期�

生後１２～�
２４か月�
未満�

生後２４か月�
～Ｈ１３年�

４月２日生まれ�

小学校就学前１年間�
Ｈ１２年４月２日～�
Ｈ１３年４月１日生まれ�

Ｈ１０年１０月２日～�
Ｈ１２年４月１日�
生まれ�

↓�

↓� ↓�

↓�↓�↓� ↓�

↓�

↓�↓�↓� ↓�

接種� 通常接種が行われている年齢� 接種が定められている年齢�↓�

予 防 接 種 対 象 年 齢 表 �

■は法律で定められた予防接種期間です。■は病気にかかりやすい時期を考慮して定めた標準接
種期間です。下表の各接種間隔を守って接種して下さい。�

現在積極的な接種勧奨を控えています�

他 の 予 防 接 種 と の 間 隔�

●各予防接種の一般的な接種回数と間隔�
ＢＣＧ：２００５年４月１日から、ツベルクリンが廃止され、直接接種されています。�
ポリオ：６週間以上の間隔をあけて２回投与します。�
三種混合第１期初回：３～８週の間隔をあけて３回受けます。�
三種混合第１期追加：初回完了後１年～１年半の間隔で１回受けます。�
二種混合第２期：三種混合第１期の基礎免疫完了後１回受けます。�
麻しん風しん混合（ＭＲ）第１期：１～２歳未満で１回受けます。�
　　　　　　　　　　　　第２期：小学校就学前の１年間で１回受けます。�
日本脳炎第１期初回：１～４週の間隔で２回受けます。�
日本脳炎第１期追加：初回完了後およそ１年後に１回受けます。�
日本脳炎第２期：第１期完了後、４～５年の間隔で１回受けます。�
●異なる予防接種との間隔�
　予防接種はその効果及び安全性のため、次の時期をあけるようになっています。�

三種（二種）混合　日本脳炎�

１週間以上あける�

後 に 受 け る 他 の 予 防 接 種�

先に受けた予防接種（生ワクチン）�

ポリオ　ＢＣＧ　麻しん風しん混合（ＭＲ）�

４週間以上あける�

先に受けた予防接種（不活化ワクチン）�

金
具
を
取
り
付
け
安
心
の

家家
具具
転転
倒倒
防防
止止
金金
具具
等等
取取
付付
制制
度度
事事
業業

漢
方
外
来
か
ら
の
お
知
ら
せ



２００６．　．　（　） １１ １１４ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、
市
内

で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中
小
企
業
者

が
事
業
資
金
や
開
業
資
金
を
調
達
す
る

た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と
の
提
携

及
び
信
用
保
証
機
関
の
協
力
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
審
査
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
内
融
資
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
取
扱
金
融
機
関
に
ご
相

談
下
さ
い
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の
町
田

市
内
に
あ
る
支
店
等
で
行
っ
て
い
ま

す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横
浜
・

三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京
都
民
・
り

そ
な
・
東
日
本
・
山
梨
中
央
の
各
銀

行
、
城
南
・
横
浜
・
芝
の
各
信
用
金

庫
、
町
田
市
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の
審
査

に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

町町町町町町町町町町町町町町 田田田田田田田田田田田田田田 市市市市市市市市市市市市市市町 田 市
中中中中中中中中中中中中中中 小小小小小小小小小小小小小小 企企企企企企企企企企企企企企 業業業業業業業業業業業業業業中小企業
融融融融融融融融融融融融融融 資資資資資資資資資資資資資資 制制制制制制制制制制制制制制 度度度度度度度度度度度度度度融資制度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に
補助します。また利子については（　）内の利率による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代表
者個人の連
帯保証が必
要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済年利１．８％（１．８％）バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円緊 急 資 金
年利２．２％（１．５％）小規模企業特別資金

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
２
９

ご利用下さい

　
　

月　

日
に
行
わ
れ
る
農
産
物
品
評

１１

２５

会
で
審
査
し
、　

日
の
太
陽
と
緑
の
ま

２６

つ
り
で
展
示
・
即
売
す
る
予
定
で
す
。

○
出
品
資
格　

市
内
在
住
の
方
が
市
内

で
作
っ
た
農
産
物

○
出
品
方
法　
　

月　

日
午
前
８
時
〜

１１

２５

９
時
に
野
津
田
公
園
陸
上
競
技
場
前
農

産
物
品
評
会
場
に
直
接
お
持
ち
下
さ

い
。

○
出
品
点
数　

１
出
品
者
１
種
類
に
つ

き
１
点

※
出
品
す
る
野
菜
に
応
じ
て
規
格
が
あ

市
民
農
園
な
ど
で
作
っ
た
農
産
物
を

品
評
会
に
出
品
し
ま
せ
ん
か
？

り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
役
所
森
野
分
庁

舎
２
階
の
農
業
振
興
課
に
備
え
付
け
の

出
品
規
格
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
手
作
り
農
産
物
の
品
評
会
に
は
農
家

の
方
の
出
品
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

※
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は
お
返
し
し
ま

せ
ん
。

□問
 

農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
６
６

本
町
田
の
一
部
で

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す

　
　

月　

日
（
金
）
か
ら
、
本
町
田
の

１１

２４

一
部
で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日
時　
　

月　

日
（
火
）
〜　

１１

１４

２２

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
切
り
替
え
工
事
に
対
す
る

費
用
の
一
部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
い
と
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工
事

店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申

し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か

ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
及

び
住
宅
改
修
助
成
を

行

い

ま

す

　

こ
の
制
度
は
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
及
び
住
宅
改
修
に
要
し
た
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
居
住
環
境

の
向
上
及
び
住
宅
の
高
寿
命
化
を
図
り

ま
す
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助

成
】

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度
に
基

づ
く
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合
、
「
税

制
改
正
に
よ
る
所
得
税
額
の
特
別
控

除
」
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

○
対
象
住
宅　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
建
築
確
認
を
得
て
建
築
さ
れ
た
２

階
建
て
以
下
の
戸
建
て
木
造
住
宅

○
対
象
者　

助
成
対
象
住
宅
を
所
有
す

る
市
民
で
、
既
に
納
期
の
経
過
し
た
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方

〈
耐
震
診
断
〉

○
助
成
金
の
交
付
額　

耐
震
診
断
に
要

し
た
経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

１０

〈
耐
震
改
修
〉

○
助
成
対
象　

①
町
田
市
木
造
住
宅
耐

震
診
断
助
成
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
耐

震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
１
・
０

未
満
と
診
断
さ
れ
た
も
の
②
耐
震
改
修

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
後
の
耐

震
診
断
の
総
合
評
点
が
１
・
０
以
上
に

な
る
と
判
断
で
き
る
こ
と

○
助
成
金
の
交
付
額　

耐
震
改
修
に
要

し
た
経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

５０

【
住
宅
改
修
助
成
】

○
対
象
住
宅　

自
己
の
居
住
の
用
に
供

す
る
専
用
部
分
で
戸
建
て
住
宅
と
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン

○
対
象
者　

助
成
対
象
住
宅
を
所
有
す

る
市
民
で
、
既
に
納
期
の
経
過
し
た
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
助
成
対
象
工
事　

①
屋
根
を
ふ
き
替

え
る
等
の
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
②
段

差
解
消
等
の
加
齢
対
応
型
住
宅
改
修
工

事
③
親
子
等
直
系
親
族
の
二
世
帯
が
住

移
動
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
巡
回
場
所
）

休
止
の
お
知
ら
せ

　

「
鶴
川
区
画
整
理
事
務
所
前
」
は
造

成
工
事
の
た
め
、　

月
か
ら
休
止
し
ま

１１

す
。
来
春
に
は
新
し
い
公
園
で
再
開
す

る
予
定
で
す
。

□問
 

さ
る
び
あ
図
書
館
11
７
２
２
・
３
７

６
８

む
た
め
に
居
室
・
ト
イ
レ
等
を
設
置
す

る
二
世
帯
住
宅
改
修
工
事
④
化
学
物
質

を
使
用
し
な
い
内
装
材
へ
の
張
り
替
え

や
断
熱
材
使
用
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
環
境
共
生
住
宅
改
修
工
事
及
び
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
の
措
置

を
講
じ
る
改
修
工
事

※
詳
細
は
、
住
宅
課
に
相
談
し
て
下
さ

い
。

○
助
成
対
象
と
な
る
改
修
工
事
費　

消

費
税
を
含
ま
な
い　

万
円
以
上

４０

○
助
成
金
の
交
付
額　

住
宅
改
修
に
要

し
た
経
費
に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て

得
た
額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま

１０

す
。

※
申
し
込
み
前
に
、
事
前
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
改
修
工
事
の
着
手
前

に
行
っ
て
下
さ
い
。
着
手
ま
た
は
完
了

後
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
下
さ
い
。

○
受
付
場
所　

住
宅
課
（
中
町
第
二
庁

舎
１
階
）

□問
 

住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

防
ご
う
！
高
齢
者
虐
待

　

今
年
４
月
に
「
高
齢
者
虐
待
の
防

止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
虐

待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
を
見
つ
け
た

人
は
市
町
村
へ
の
通
報
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

〈
高
齢
者
虐
待
と
は
〉

　

高
齢
者
虐
待
は
、
暴
力
的
な
行
為

（
身
体
的
虐
待
）
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
暴
言
や
無
視
、
い
や
が
ら
せ
（
心

理
的
虐
待
）
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
さ
せ
な
い
、
世
話
を
し
な
い

な
ど
の
行
為
（
介
護
、
世
話
の
放
棄
・

放
任
）
や
、
勝
手
に
高
齢
者
の
資
産
を

使
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
行
為
（
経
済
的

虐
待
）
、
性
的
な
い
や
が
ら
せ
（
性
的

虐
待
）
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
の
虐
待
は
様
々
な
要
因
が
重

な
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
す
。
虐
待
を

し
て
い
る
人
に
自
覚
が
あ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
・
自

身
が
病
気
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
か
ら
虐
待
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り
う
る

問
題
で
す
。
地
域
の
「
気
づ
き
」
が
虐

待
を
防
止
し
深
刻
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
次
の

窓
口
に
ご
連
絡
、
ご
相
談
下
さ
い
。

虐
待
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
本
人
も
相
談

（
届
出
）
が
で
き
ま
す
。

○
相
談
・
通
報
窓
口　

各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
推
進
セ
ン
タ

ー
（
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
11
７

１
０
・
２
４
０
４
、
町
田
市
高
齢
者
福

祉
課
高
齢
者
虐
待
防
止
係
11
７
２
４
・

２
１
４
０

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実

施

し

ま

す

　

犬
・
猫
た
ち
の
新
た
な
飼
い
主
を
探

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
犬

・
猫
の
飼
育
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し

ま
す
の
で
相
談
の
み
の
方
も
お
い
で
下

さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２６

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
犬
・
猫
の
飼
育
を
希
望
し
て
い
る

方
】

　

当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た
、
実

際
に
譲
渡
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
場

で
面
接
の
う
え
、
動
物
と
の
適
性
も
含

め
な
が
ら
主
催
者
側
で
決
定
し
ま
す
。

※
当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
た

い
方
】

　

犬
・
猫
の
写
真
を
持
参
し
、
環
境
保

全
課
ま
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
健
康
診
断
受

診
等
の
義
務
が
あ
り
ま

す
の
で
時
間
の
余
裕
を

も
っ
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

　

２
０
０
５
年
度
に
補
助
金
交
付
な
ど

市
か
ら
財
政
的
支
援
を
受
け
た
団
体
の

う
ち
、
監
査
対
象
と
な
っ
た
６
団
体
と

そ
の
所
管
部
課
に
つ
い
て
の
監
査
結
果

報
告
書
が　

月
６
日
に
監
査
委
員
か
ら

１１

市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
結
果
報
告
書
は
、
市
政
情
報

「
や
ま
び
こ
」
や
、
市
立
図
書
館
で
閲

覧
で
き
ま
す
（
頒
布
は
し
て
い
ま
せ

ん
）
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
監
査
事
務
局
の
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

監
査
事
務
局
11
７
２
４
・
２
５
４
７

財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政
援援援援援援援援援援援
助助助助助助助助助助助
団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体
等等等等等等等等等等等
監監監監監監監監監監監
査査査査査査査査査査査
ののののののののののの

結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果
報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告
書書書書書書書書書書書
ががががががががががが

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
ままままままままままま
ししししししししししし
たたたたたたたたたたた

戦傷病者手帳身体障害者手帳介護保険被保険者証
障がいの
程度障がい名障がいの

程度障がい名障がいの
程度障がい名障がいの

程度障がい名要介護状態区分

特別
項症
～
第３
項症

心　臓　じん臓
呼吸器　ぼうこう
直　腸　小　腸

特別
項症
～
第２
項症

両下肢
体　幹

１・３級
心　臓　じん臓
呼吸器　ぼうこう
直　腸　小　腸１・２級

両下肢
体　幹
移動機能

要介護　５
※ 注 意 １　介護保険の認
定は有効期間が定めてあり、
更新の手続きが必要なため、
更新のたびごとに新規申請
の手続きが必要です。 １～３級免　疫
代理記載制度について　上記のいずれかに該当され、かつ身体障害者手帳に上肢または視覚の障がいの程度が１級または戦傷病者手帳に上肢
または視覚の障がいの程度が特別項症から第２項症までである者として記載されている方で、ご自身で字を書くことが困難な方は、あらかじ
め選挙管理委員会の委員長に届け出た者（選挙権を有する者に限る）に投票に関する記載をさせることができる制度です。
※手帳の級が上記級であっても、手帳に複数の障がい名または、表以外の障がい名が記載されている場合は該当しないこともあります。

○郵便等による不在者投票とは？
　身体に重度の障がいがあり、投票所へ行くことが困難な方
が、郵便等のやりとりによって自宅等で投票できる制度です。
○該当となる方は？
　代理記載制度の該当者を除いてご自身で字を書くこ
とができ、下記のいずれかに該当される方
①介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介護５
である者として記載されている方　※注意１
②身体障害者手帳をお持ちの方で下表の障がいに該当
する者として記載されている方
③戦傷病者手帳をお持ちの方で下表の障がいに該当す
る者として記載されている方

○申請方法は？
　いつでも申請できます。選挙管理委員会にある申請
書にご記入のうえ、介護保険の被保険者証、身体障害
者手帳または戦傷病者手帳を添えて申請して下さい
（申請書は郵送もします）。該当となる方に郵便等投
票証明書を交付します。
○ご注意
　申請後、郵便等投票証明書を交付するまでに２か月
程度かかることもあります。郵便等投票証明書には、
有効期限があります。有効期限が過ぎた場合は、あら
ためて申請手続きが必要です。特に選挙直前だと間に
合わないこともあります。申請はお早めに！

□問 選挙管理委員会11７２４・２１６８

郵便等による不在者投票

郵便等による不在者投票

�郵便等による不在者投票

郵便等による不在者投票

�郵便等による不在者投票�

　
　

月　

日
（
火
）
午
後
２
時
以

１１

１４

降
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
総
合
訓

練
の
た
め
、
一
般
駐
車
場
が
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
第
二
駐
車
場
を
ご
利
用

下
さ
い
。

□問
 

管
財
課
11
７
２
４
・
２
１
６
５

利
用
で
き
ま
せ
ん

市
役
所
一
般
駐
車
場



２００６．　．　 （　）１１ １１ ５市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
期
日　
　

月　

日
、
２
０
０
７
年
１

１２

２１

月　

日
、
２
月　

日
、
３
月　

日
（
い

１８

２２

２２

ず
れ
も
木
曜
日
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館

○
講
師　

季
語
研
究
会
同
人
・
佛
渕
健

悟
氏
、
連
句
協
会
理
事
長
・
宮
下
太
郎

氏
、
季
語
研
究
会
同
人
・
浅
賀
丁
那
氏

○
定
員　
　

人
（
全
回
参
加
可
能
な
方

３０

町
田
市
民
文
学
館

連
句
入
門
講
座

を
優
先
の
う
え
抽
選
）

○
費
用　

茶
菓
子
代
各
回
３
０
０
円
程

度
実
費
の
場
合
あ
り

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま

１１

２８

で
（
必
着
）
に
町
田
市
民
文
学
館
講
座

担
当
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４

１９４

－

　

－

　

、
11
７
３
９
・
３
４
２
０
）

１６

１７

へ
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

講

演

会

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
務
省
主
唱
の

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

町
田
地
区
保
護
司
会
で
は
、
こ
の
運

動
の
更
な
る
推
進
を
目
的
に
、
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
児
童
相
談
所
か
ら
み
る
最
近
の
子
ど

も
と
家
庭
問
題
】

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１１

１８

〜
４
時

○
会
場　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

東
京
都
八
王
子
児
童
相
談
所

児
童
福
祉
係
長
・
瀧
澤
俊
雄
氏

【
思
春
期
を
み
つ
め
る－

子
ど
も
の
自

立
を
願
う
親
の
思
い
と
役
割
】

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
後
２
時

１１

２９

〜
４
時

○
会
場　

鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

東
京
都
公
立
中
学
校
養
護
教

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

【
①
巨
大
ボ
ー
ル
で
ゲ
ー
ム
を
し
よ

う
】

　

直
径
１
２
０
㎝
の
大
き
な
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
の
ゲ
ー
ム
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜
中
学
生

○
活
動
日　
　

月
６
日
〜
２
０
０
７
年

１２

２
月　

日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
４
時

１４

〜
５
時
（
全
８
回
）

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

【
②
透
明
な
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
ろ
う
】

　

透
き
通
っ
た
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を

ク
リ
ス
マ
ス
風
に
作
り
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生

○
日
時　
　

月
３
日
（
日
）
午
前
の
部

１２

＝
９
時　

分
〜　

時　

分
、
午
後
の
部

３０

１１

３０

＝
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

５
０
０
円◇

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

○
申
し
込
み　

①
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
学
年
・
電

話
番
号
・
保
護
者
名
を
記
入
し
、　

月
１１

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
ひ
な
た
村
（
〒

２７
　

－

０
０
３
２
、
本
町
田
２
８
６
３
、

１９４11
７
２
２
・
５
７
３
６
）
へ
②
は　

月
１１

　

日
午
後
１
時
か
ら
電
話
で
ひ
な
た
村

１２へ
。

【
す
ま
い
る
ク
ッ
キ
ン
グ　

り
ん
ご
の

さ
か
さ
ま
ケ
ー
キ
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

〜　

才
の
方

１８
○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
①
午
後
１

１１

１９

時
〜
２
時　

分　

②
午
後
３
時
〜
４
時

４５

　

分
４５○

定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

１２

○
費
用　

２
０
０
円

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前　

時
か

１１

１１

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
つ
る
っ
こ
（
11
７
０
８
・
０
２
３

６
）
へ
。

※
申
し
込
み
は
、
本
人
ま
た
は
保
護
者

に
限
り
ま
す
。

【
わ
く
わ
く
ら
ふ
と　

指
編
み
で
マ
フ

ラ
ー
を
作
ろ
う
！
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

小
学
生
〜　

才
の
方

１８

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２６

１０

〜
正
午

○
持
ち
物　

極
太
毛
糸
１
〜
２
玉

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

市

民

講

座

【
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
】

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
講
座
で
す
。

　

晩
秋
の
小
野
路
里
山
を
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、

６５

約
７　

を
歩
け
る
体
力
の
あ
る
方
（
シ

km

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
除

く
）

※
心
臓
病
・
腰
痛
、
ま
た
は
医
師
か
ら

運
動
制
限
を
指
導
さ
れ
て
い
る
方
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
３
日
（
日
）
午
前
９
時

１２

〜
午
後
３
時

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
健
康

ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、　
１１

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル

２０
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
１－

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ

１５

ラ
ザ
町
田
内
、
11
７
２
３
・
２
１
４

７
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

中
規
模
会
館

中
規
模
会
館
「「
小小
山山
田田
会会
館館
」」
が
完
成

が
完
成

　

地
域
の
文
化
・
市
民
活
動
及
び
福
祉

活
動
な
ど
の
拠
点
と
な
る
、
市
内　

番
３３

目
の
中
規
模
会
館
「
小
山
田
会
館
」
が

完
成
し
、　

月　

日
に
竣
工
式
が
行
わ

１０

１３

れ
ま
し
た
。
会
館
の
所
在
地
は
、
下
小

山
田
町
２
６
０
０
番
１
で
木
造
１
階
建

て
。
延
床
面
積
は
２
１
６
・　

㎡
で
多

９１

目
的
ホ
ー
ル
・
和
室
・
会
議
室
な
ど
を

備
え
て
い
ま
す
。

　

中
規
模
会
館
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
と

町
内
会
集
会
所
と
の
間
に
位
置
す
る
集

会
施
設
で
、
運
営
は
地
元
の
町
内
会
・

自
治
会
で
組
織
す
る
管
理
運
営
委
員
会

が
自
主
的
に
行
い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
女
性
へ
の
暴
力�

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
女
性
へ
の
暴
力�

　

内
閣
府
で
は
、
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
を
設
け
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
相
談
窓
口
と
し

て
、
全
国
共
通
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
相
談
電
話
7
０
１
２
０
・
９
５
６
・

０
８
０
、
祝
日
を
除
く
月
〜
土
曜
日
、

午
前　

時
〜
午
後
３
時
、
通
話
料
無

１０

料
）
が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女

性
悩
み
ご
と
相
談
（
専
用
電
話
11
７
２

１
・
４
８
４
２
）
を
実
施
し
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
等
の
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
セ
ミ
ナ
ー

・
女
性
必
見
！
危
険
か
ら
身
を
守
る
護

身
術
（
合
気
道
）
セ
ミ
ナ
ー
】

　

実
際
に
合
気
道
の
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
下
さ

い
。

○
対
象　

中
学
生
以
上

の
女
性

○
日
時　
　

月
５
日

１２

（
火
）
午
後
２
時
〜
３

時　

分
３０

○
定
員　
　

人
（
申
し

３０

込
み
順
）

○
講
師　

町
田
警
察
署

員

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１１

２７

で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
「
こ
こ

ろ
の
ち
か
ら
」
を
取
り
戻
す
〜
体
験 ！

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
〜
】

　

「
こ
こ
ろ
の
ち
か
ら
」
を
取
り
戻
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
（
ア
サ
ー
テ

ィ
ブ
ネ
ス
）
を
楽
し
み
な
が
ら
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１２

１６

〜
４
時

○
講
師　

エ
ン
パ
ワ
ー
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
・
岩
井
美
代
子
氏

○
定
員　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

３
０
０
円
（
資
料
代
）

○
企
画
・
運
営　

男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
登
録
団
体
ラ
ベ
ン
ダ
ー

○
申
し
込
み　
　

月
４
日
ま
で
に
電
話

１２

で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

◇

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
保
育
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
）
を

ご
希
望
の
方
は
、
あ
わ
せ
て
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

□問
 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３

・
２
９
０
８

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン�

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン�

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」

秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ�

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ�

1
７
３
６
・
８
２
８
１�

　
　

月　

日
、
第
５
回
秋
山
庄
太
郎
記

１０

２８

念
「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
授

与
式
、
入
賞
者
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
賞
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で

す
（
賞
名
・
作
品
タ
イ
ト
ル
・
花
名
・

作
者
名
・
住
所
、
敬
称
略
）
。

　

秋
山
庄
太
郎
賞
「
雨
上
が
り
の
ハ

ス
」
ハ
ス
・
栗
林
栄
市
（
新
潟
県
三
島

郡
）
町
田
市
長
賞
「
ス
イ
ス
の
女
王
エ

リ
ン
ゴ
」
エ
リ
ン
ギ
ウ
ム
・
ア
ル
ピ
ヌ

ム
・
中
田
勝
啓
（
東
京
都
町
田
市
）
町

田
市
議
会
議
長
賞
「
蓮
」
ハ
ス
・
上
野

き
よ
子
（
新
潟
県
新
潟
市
）
富
士
フ
イ

ル
ム
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
賞
「
風
月
花
」
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
・
近
藤
金
蔵
（
新
潟
県
佐

渡
市
）
日
本
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
賞

「
稚
児
車
」
チ
ン
グ
ル
マ
・
坂
井
征
栄

一
（
新
潟
県
新
潟
市
）
写
真
弘
社
賞

「
五
姉
妹
」
ヒ
メ
サ
ユ
リ
・
小
出
公
司

（
新
潟
県
新
潟
市
）
ク
リ
エ
イ
ト
賞

「
月
下
美
人
」
ゲ
ッ
カ
ビ
ジ
ン
・
小
松

和
夫
（
東
京
都
町
田
市
）
フ
レ
ー
ム
マ

ン
賞
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
・
後
藤
ユ
キ
（
新
潟
県
新
潟
市
）
秋

山
写
真
工
房
賞
「
白
い
花
」
白
倉
美
矢

子
（
新
潟
県
新
潟
市
）
湯
沢
高
原
ア
ル

プ
の
里
賞
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
・
後
藤
ユ
キ
（
新
潟
県
新
潟

市
）
秋
山
庄
太
郎
ス
タ
ジ
オ
賞
「
春
の

訪
れ
」
ボ
ケ
・
中
田
和
子
（
東
京
都
町

田
市
）
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
賞

「
ボ
タ
ン
」
ボ
タ
ン
・
鈴
木

三
雄
（
東
京
都
町
田
市
）
東

京
町
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

賞
「
乱
れ
咲
く
」
オ
オ
ア
マ

ナ
・
楠
瀬
彰
彦
（
東
京
都
世

田
谷
区
）
町
田
市
文
化
協
会

賞
「
ポ
ピ
ー
」
ポ
ピ
ー
・
�

橋
信
夫
（
東
京
都
町
田
市
）

町
田
市
美
術
協
会
賞
「
ビ
ョ

ウ
ヤ
ナ
ギ
」
ビ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ

・
木
目
田
武
（
東
京
都
町
田

市
）
カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ
町

田
鶴
川
店
長
賞
「
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
」
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
井

上
栄
子
（
新
潟
県
新
潟
市
）

ク
ラ
フ
ト
工
房
ラ
・
ま
の
賞
「
雨
あ
が

り
」
ア
ケ
ビ
・
漆
原
利
大
（
神
奈
川
県

横
浜
市
）
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
運
営

協
議
会
会
長
賞
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
・
渡
部
貞
則
（
東
京
都
八

王
子
市
）
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
企
画

会
会
長
賞
「
蓮
二
輪
」
ハ
ス
・
原
田
保

夫
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
町
田
市
フ

ォ
ト
サ
ロ
ン
学
芸
員
賞
「
霜
の
朝
」
サ

ザ
ン
カ
・
越
田
典
子
（
埼
玉
県
川
口

市
）

○
入
選
作
品
展
は　

月　

日
（
日
）
ま

１１

２６

で○
休
館
日
＝
火
曜
日

□問
 

市
民
活
動
振
興
課
11
７
２
３
・
２
８

９
１

や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

　

【
秋
山
庄
太
郎
記
念
「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表
】

【
秋
山
庄
太
郎
記
念
「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表
】

　

月　

日
〜　

日
は
女
性
に
対
す
る

１１

１２

２５

　
　
　
　

暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す
！

秋山庄太郎賞　タイトル「雨上がりのハス」
花名：ハス　栗林栄市（新潟県三島郡）

【
山
で
つ
る
を
採
っ
て
、
リ
ー
ス
を
作

ろ
う
！
】

　

材
料
と
な
る
つ
る
は
大
地
沢
の
山
に

入
っ
て
採
取
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
親
子

○
日
時　
　

月
３
日
（
日
）
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
３
時

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
費
用　

大
人
（
高
校
生
を
除
く　

歳
１８

以
上
）
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前
９
時
か

１１

１１

ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
11
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
。

※
３
日
午
前
９
時　

分
に
Ｊ
Ｒ
横
浜
線

３０

相
原
駅
西
口
か
ら
、
午
後
３
時　

分
に

１０

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

親
子
で
リ
ー
ス
作
り

諭
・
根
舛
セ
ツ
子
氏

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７



２００６．　．　（　） １１ １１６ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

　

吊
り
天
井
工
事
等
の
た
め　

月
１２

４
日
（
月
）
〜
２
０
０
７
年
２
月

　

日
（
土
）
の
期
間
、
プ
ー
ル
の

２４利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間

は
中
学
校
の
温
水
プ
ー
ル
を
ご
利

用
下
さ
い
。

　

な
お
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
通

常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、　

月
３
日
（
日
）
は
関

１２

東
支
部
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
２
０
０
７
年

２
月　

日
（
日
）
は
町
田
マ
ス
タ

２５

ー
ズ
水
泳
競
技
大
会
の
た
め
プ
ー

ル
の
一
般
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

□問
 

室
内
プ
ー
ル
指
定
管
理
者
・
協

栄
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
11
７
９

２
・
７
７
６
１

お

知

ら

せ

室
内
プ
ー
ル
の

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

【
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
】

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
、
ツ
リ
ー
の

形
を
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
と
好
き
な
形
の

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

小
学
生
以
上

ひ
か
り
療
育
園

福

祉

講

座

【
子
ど
も
講
座
②
虫
で
ハ
ン
カ
チ
を
染

め
て
み
よ
う
�
】

　

中
南
米
の
サ
ボ
テ
ン
の
表
面
に
住
む

カ
イ
ガ
ラ
虫
「
コ
チ
ニ
ー
ル
」
を
使
っ

て
ハ
ン
カ
チ
を
染
め
ま
す
。

○
対
象　

小
学
生

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１２

１６

〜
４
時　

分
３０

! ?

国
際
版
画
美
術
館

○
会
場　

同
館
・
ア
ト
リ
エ

○
講
師　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
森
陽
子
氏

○
定
員　
　

人
１５

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
１
人
の

み
、
ふ
り
が
な
も
）
・
学
年
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必

１１

２１

着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒

　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１９４

２８

１
、
11
７
２
６
・
２
８
８
９
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
及

び
同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
が
無
い
方

を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

【
『
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
タ
ー
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン　

二
〇
〇
六
』
展　

第
三
部

第
四
回
『
全
国
学
生
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー

ト
展
』
】

　

全
国
の
大
学
か
ら
出
品
さ
れ
る
、
最

先
端
の
技
術
を
用
い
た
二
一
世
紀
の
芸

術
で
あ
る
「
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
」
の

数
々
を
ご
体
験
下
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
作
品
も
多
い

の
で
、
自
分
で
操
作
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
認
知
症
に
強
い
脳
を
作
ろ
う
】

　

脳
を
鍛
え
る
た
め
に
日
常
生
活
の
中

で
の
予
防
や
工
夫
を
学
び
ま
し
ょ
う

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方

○
日
時　
　

月
５
日
（
火
）
午
前　

時

１２

１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
程
度
（
先
着
順
）

５０

○
講
師　
（
特
）認
知
症
予
防
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

認
知
症
予
防
出
張
講
座

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６【
お
い
し
く
、
楽
し
く
、
安
全
に
食
べ

る
こ
と
は
健
康
の
源
】

　

お
口
の
健
康
と
低
栄
養
予
防
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６０

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
、　

日

１１

２９

３０

（
木
）
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

※
１
日
の
み
の
参
加
も
可
。

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

○
定
員　

１
０
０
人
程
度
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１１

２４

で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

口

腔

ケ

ア

と

栄
養
の
講
習
会

　

高
齢
者
や
障
が
い
を
も
つ
方
の
た
め

に
自
宅
を
ど
の
よ
う
に
改
修
し
た
ら
よ

い
か
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
、　

日

１１

１８

１９

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

○
会
場　

ぽ
っ
ぽ
町
田

○
内
容　

住
宅
改
修
相
談
、
改
修
に
関

す
る
パ
ネ
ル
や
現
物
器
具
の
展
示
、
自

然
建
材
の
展
示
・
体
験
、
お
子
さ
ん
対

象
の
木
工
教
室
（
実
費
負
担
有
）

□問
 

（
特
）
町
田
す
ま
い
の
会
11
７
８
８

・
２
０
０
６
、
町
田
市
高
齢
者
福
祉
課

11
７
２
１
・
０
９
１
２

 
住
居 
る
フ
ェ
ア
２
０
０
６

す
ま
い

　

マ
ナ
ー
と
言
う
と
堅
く
考
え
が
ち
で

す
が
、
相
手
を
思
い
や
り
、
尊
敬
す
る

気
持
ち
が
大
切
で
お
互
い
に
、
笑
顔
で

立
ち
居
振
る
舞
い
を
磨
い
て
い
け
た
ら

良
い
で
す
ね
。

　

姿
勢
、
歩
き
方
は
体
の
健
康
に
、 
挨  あい

 
拶 
は
心
の
健
康
に
、
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
つち

ょ
っ
と
気
を
つ
け
て
毎
日
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

【
姿
勢
】

　

第
一
印
象
で
姿
勢
が
良
い
と
イ
メ
ー

ジ
的
に
明
る
く
若
々
し
く
積
極
的
な
感

じ
を
も
た
れ
ま
す
。
第
一
印
象
と
は
、

７
〜　

秒
で
決
ま
り
、
こ
の
印
象
は
、

１０

３
〜
５
年
間
固
定
し
ま
す
。
良
い
姿
勢

か
ど
う
か
、
壁
を
利
用
し
て
立
っ
て
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
体
の
ゆ
が

み
も
起
こ
ら
ず
、
骨
も
圧
迫
さ
れ
ず
、

健
康
で
元
気
に
い
ら
れ
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
方
法
は

１
、
後
頭
部
、
両
肩
、
お
尻
、
ふ
く
ら

は
ぎ
、
か
か
と
の
全
部
が
壁
に
つ
い
て

い
ま
す
か
？

２
、
背
筋
は
曲
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

あ
ご
は
、
や
や
引
き
気
味
に
視
線
は
ま

っ
す
ぐ
前
を
！

　

普
段
前
か
が
み
の
方
は
、
う
し
ろ
に

引
っ
張
ら
れ
る
感
じ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
壁
か
ら
一
歩
前
に
出
て　

秒
ほ

１０

ど
正
し
い
姿
勢
を
体
験
し
て
み
て
下
さ

い
。

【
歩
き
方
】

　

歩
き
方
も
お
し
ゃ
れ
の
一
つ
で
す
。

美
し
い
姿
勢
を
保
っ
た
ま
ま
、
エ
レ
ガ

ン
ト
に
胸
を
張
っ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

１
、
視
線
は
、
ま
っ
す
ぐ
遠
く
に
置

き
、
あ
ご
は
、
や
や
引
き
気
味
に
。

２
、
膝
を
伸
ば
し
、
膝
と
膝
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
歩
く
。

３
、
か
か
と
は
、
同
一
線
上
に
来
る
よ

う
に
。

４
、
糸
で
頭
を
ま
っ
す
ぐ
吊
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
背
筋
を
の
ば
す
。

５
、
物
を
拾
う
時
、
そ
の
物
の
横
に
立

ち
片
足
を
引
い
て
腰
を
下
ろ
し
拾
い
ま

し
ょ
う
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
し
ぐ
さ
プ
ラ

ス
腰
を
保
護
し
、
ぎ
っ
く
り
腰
の
回
避

に
も
な
り
ま
す
。

【
挨
拶
】

　

挨
拶
は
、
日
常
生
活
の
中
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
で
す
。

　

立
礼
の
挨
拶
は
三
種
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

１
、
草
礼
（
会
釈
）

　

道
等
で
人
に
あ
っ
た
と
き
、
両
脇
に

あ
る
手
を
太
も
も
の
上
に
来
る
程
度
、

首
は
ま
っ
す
ぐ
、　

度
前
傾
で
約
１

１５

秒
。

２
、
行
礼
（
敬
礼
）

　

さ
よ
う
な
ら
、
あ
り
が
と
う
、
日
常

的
に
す
る
お
辞
儀
。
指
先
が
膝
頭
に
触

れ
る
程
度
、　

度
前
傾
で
約
２
秒
。

３０

３
、
真
礼
（
最
敬
礼
）

　

大
切
な
と
き
に
行
う
お
辞
儀
。
直
角

礼
と
も
言
わ
れ
、
両
手
の
手
の
ひ
ら
が

膝
頭
を
お
お
う
位
、　

度
前
傾
で
約
３

４５

秒
。

○
初
対
面
で
名
刺
交
換
な
ど
を
す
る
場

合
、
約　

セ
ン
チ
の
距
離
は
保
ち
ま
し

５０

ょ
う
。

○
後
ろ
か
ら
呼
ば
れ
た
ら
首
だ
け
で
な

く
、
体
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
後
ろ
を
振

り
返
り
ま
し
ょ
う
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１１

１８

で
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
（
11
７
９
２

・
１
３
２
６
）
へ
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

申
込
締
切
日
が
近
づ
き
ま
し
た
。
お

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
２

〜
６
年
生

○
期
日　
　

月
３
日
（
日
）

１２

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
。

○
コ
ー
ス　

陸
上
競
技
場
及
び
外
周
路

○
距
離　

２
年
生
＝
１
５
０
０
ｍ
▽
３

・
４
年
生
＝
２
０
０
０
ｍ
▽
５
・
６
年

生
＝
３
０
０
０
ｍ

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
こ
ど

も
マ
ラ
ソ
ン
大
会
申
し
込
み
」
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性

別
・
学
校
名
・
学
年
・
ク
ラ
ス
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て

先
を
書
い
て
、　

月　

日
ま
で
（
必

１１

２６

着
）
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
へ
。

※
総
合
体
育
館
の
窓
口
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
（
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
、　

月　

日
ま
で
）
。

１１

３０

※
市
立
小
学
校
で
配
布
さ
れ
る
申
込
書

で
学
校
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（　
１１

月　

日
ま
で
）
。

１４
※
詳
細
は
、
大
会
要
項
（
総
合
体
育

こ
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会

館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
、
陸
上
競
技

場
、
森
野
分
庁
舎
内
ス
ポ
ー
ツ
課
に
あ

り
ま
す
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
市
立

小
学
校
で
も
配
布
し
ま
す
。

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
正
午
〜
午

１１

２３

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

※
柔
道
着
持
参
（
持
っ
て
い
な
い
方
は

運
動
着
で
も
可
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

柔
道
合
同
練
習
会

市
民
ス
ポ
・
レ
ク
祭

弓

道

大

会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
午
前　

時

１１

２３

１０

〜
午
後
２
時　

分
（
午
前
９
時　

分
か

３０

３０

ら
受
付
）

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
費
用　

３
０
０
円

○
競
技
方
法　

４
ツ
矢
２
回
、
計
８
射

（
初
心
者
の
方
は
運
動
に
適
し
た
身
軽

な
服
装
で
も
可
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

市
民
ス
ポ
・
レ
ク
祭

「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
っ
て

み

ま

せ

ん

か

」

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１１

２６

　

分
〜
午
後
２
時　

分

３０

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
費
用　

１
０
０
円

○
種
目　

①
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
初
め
て

の
方
も
体
験
で
き
ま
す
）
②
射
会
コ
ー

ナ
ー
（
午
前　

時
と
午
後
１
時
の
２

１０

回
）
イ
ン
ド
ア
ラ
ウ
ン
ド
、　

ｍ　
１８

３０

射
、
Ｂ
Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｐ
、
一
般
・
少

年
各
男
女
（
①
②
共
都
合
の
良
い
時
間

に
参
加
で
き
ま
す
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

【
わ
ら
ぞ
う
り
を
作
ろ
う
】

○
対
象　

小
学
５
年
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

１９

１０

〜
午
後
４
時
（
雨
天
実
施
）

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

忠
生
公
園

わ
ら
細
工
教
室

青
少
年
コ
ン
サ
ー
ト

ベ

ル

の

響

き

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１１

２５

か
ら

○
会
場　

ひ
な
た
村
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル

○
内
容　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
等
の
コ

ン
サ
ー
ト
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
体
験

コ
ー
ナ
ー

○
出
演　

桜
美
林
高
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
・

ク
ワ
ィ
ア
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

・
カ
ナ
モ
リ
ー
ナ

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

○
日
時　
　

月
２
日
（
土
）
午
後
２
時

１２

〜
４
時

○
会
場　

ひ
か
り
療
育
園

○
講
師　

美
術
工
芸
館
・
筧
正
二
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

５
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
障
が
い
等

配
慮
が
必
要
な
方
は
そ
の
旨
を
明
記

し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
、
ひ

１１

２０

か
り
療
育
園
（
〒　

－

０
０
３
５
、
忠

１９４

生
３－

６－

２
、
11
７
９
４
・
０
７
３

０
）
へ
。

※　

月　

日
ご
ろ
ま
で
に
結
果
を
通
知

１１

２５

し
ま
す
。

○
参
加
予
定
大
学　

桜
美
林
大
学
、
九

州
大
学
、
東
京
工
科
大
学
、
東
京
工
芸

大
学
、
東
京
造
形
大
学
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
、
武
蔵
野
美
術
大
学
ほ
か

○
期
間　
　

月　

日
（
土
）
〜　

日

１１

１８

２６

（
日
）

○
時
間　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

　

分
３０○

会
場　

同
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー

ル□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
２
７

７
１

【
①
お
は
な
し
、
い
っ
ち
に
】

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ
児

童
館催

し

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前　

時

１１

１３

１１

　

分
〜
正
午

３０○
内
容　

お
話
し
会
・
手
遊
び
等

【
②
折
り
紙
遊
び
「
走
れ
！
小
リ
ス
」】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後
３
時

１１

１６

　

分
〜
５
時

３０【
③
シ
リ
ー
ズ
企
画
ビ
オ
・
ト
ー
プ
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
（
親
子
参
加
歓

迎
）

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１１

２５

１０

　

分
〜
午
後
２
時

３０

○
内
容　

「
今
が
勝
負
！
段
々
畑
の
冬

ご
も
り
」

○
定
員　
　

人
３０

○
費
用　

１
０
０
円

【
④
人
形
劇
「
プ
ー
き
ち
劇
場
」
】

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後
３
時

１１

２１

　

分
〜
４
時

３０

◇

○
申
し
込
み　

①
②
④
は
直
接
会
場

へ
。
③
は
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
館

（
11
７
１
０
・
１
４
７
５
）
へ
。

日
常
生
活
の
中
の

日
常
生
活
の
中
の

エ
レ
ガ
ン
ト
マ
ナ
ー

エ
レ
ガ
ン
ト
マ
ナ
ー □問 消費生活センター11７２５・８８０５

！



２００６．　．　 （　）１１ １１ ７市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

週
水
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
、
毎
月
第

三
土
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
／
会
場
＝

１０

南
第
三
小
／
□問
 

南
地
域
子
ど
も
教
室
・

レ
コ
パ
ン
11
6
７
２
７
・
８
９
８
８

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
町
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
講
座
」

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
１
時
〜
３
時

１１

２１

／
会
場
＝
同
セ
ン
タ
ー
／
内
容
＝
講
演

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
人
の

話
を
聴
く
姿
勢
（
講
師
・
生
木
ヨ
シ
ミ

氏
）
」
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
向
や
活

動
の
心
構
え
等
を
紹
介
／
定
員
＝　

人
４０

／
費
用
＝
５
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
５
・
４
４

６
５
）
へ
。

●
お
ひ
さ
ま
保
育
園
お
も
ち
つ
き
大
会

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

日
時
＝　

月
２
日
午
前　

時
〜
午
後

１２

１１

１
時
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
午
前
９

時
〜
午
後
２
時
）
／
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の

景
品
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
／
□問
 

同

園
11
７
３
６
・
６
６
４
８

●
ク
ラ
フ
ト
工
房
ラ
・
ま
の　

染
織
展

〜
自
然
の
色
・
藍
の
色

　

日
時
＝　

月
１
日
〜
４
日
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
４
時
／
会
場
＝
ク
ラ
フ
ト
工
房

ラ
・
ま
の
（
金
井
５
丁
目
）
／
内
容
＝

草
木
染
、
藍
染
の
染
織
品
の
展
示
販

売
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ミ
ニ
ジ
ャ
ズ
ラ
イ

ブ
（　

月
４
日
午
後
）
／
玉
川
学
園
前

１２

駅
か
ら
送
迎
車
あ
り
（
要
予
約
）
／
□問
 

ク
ラ
フ
ト
工
房
ラ
・
ま
の
11
７
３
６
・

１
４
５
５

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
エ
ア
コ
ン
・
換
気
扇
洗
浄
」

　

使
う
季
節
が
く
る
前
に
洗
浄
し
ま
し

ょ
う
／
□問
 

同
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３
・
２

１
４
７

●
芙
蓉
園
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
講

習
会
「
尿
失
禁
予
防
に
つ
い
て
」

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
１
時　

分
〜

１１

１２

３０

３
時
／
会
場
＝
芙
蓉
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
／
講
師
＝
武
蔵
野
療
園
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
寺
内
淳
子
氏
／

直
接
同
支
援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
９
６
・

２
７
８
９
）
へ
お
い
で
下
さ
い
。

●
自
衛
官
採
用
案
内

　

職
種
＝
２
等
陸
・
海
・
空
士
／
資
格

＝　

〜　

歳
未
満
の
男
子
／
２
０
０
７

１８

２７

年
３
月
・
４
月
入
隊
／
受
付
期
間
＝　
１１

月　

日
ま
で
／
□問
 

自
衛
隊
町
田
募
集
案

１６
内
所
11
７
２
３
・
１
１
８
６

●
ゆ
う
き
山
保
育
園
保
育
士
（
産
休
代

替
）
募
集

　

資
格
＝
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

／
勤
務
期
間
＝　

月　

日
〜
２
０
０
７

１２

１４

年
３
月　

日
／
□問
 

同
園
11
７
３
７
・
７

３１

６
０
７

●
児
童
養
護
施
設
・
精
舎
児
童
学
園
非

常
勤
保
育
士
募
集

　

３
〜　

歳
の
児
童
の
生
活
及
び
学
習

１８

指
導
を
行
い
ま
す
／
資
格
＝
保
育
士
資

格
を
お
持
ち
の
方
／
勤
務
時
間
＝
週　
４０

時
間
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
（
早
・
遅

番
、
宿
直
あ
り
）
勤
務
場
所
＝
同
園

（
木
曽
町
）
／
□問
 

同
園
11
７
２
２
・
５

２
２
５　

●
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
表
計
算
と
グ
ラ

フ
作
成
の
た
め
の
エ
ク
セ
ル
基
礎
講

座
】

　

対
象
＝
基
本
的
な
操
作
、
文
字
入
力

が
で
き
る
方
／
日
時
＝　

月
４
日
、　

１２

１１

日
、　

日
、
午
後
６
時
〜
８
時　

分
／

１８

３０

定
員
＝　

人
／
会
場
＝
同
会
議
所
／
費

１０

用
＝
９
０
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電
話

で
同
会
議
所
へ
。

【
経
営
革
新
塾
「
３
年
後
・
５
年
後
に

も
経
営
を
続
け
て
い
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
」】

　

小
売
業
・
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
を

中
心
と
し
た
経
営
セ
ミ
ナ
ー
で
す
／
日

時
＝　

月　

日
〜　

月
８
日
の
毎
週
火

１１

１４

１２

・
金
曜
日
、
午
後
６
時
〜
９
時
／
会
場

＝
ぽ
っ
ぽ
町
田
／
費
用
＝
５
０
０
０
円

／
定
員
＝　

人
／
講
師
＝
船
井
総
合
研

２０

究
所
、
桜
美
林
大
学
等
／
申
し
込
み
＝

電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
講
習

会
】

　

対
象
＝
市
内
の
建
設
事
業
者
・
従
業

員
／
日
時
＝　

月
９
日
、　

日
午
前
８

１２

１０

時　

分
〜
午
後
６
時
／
会
場
＝
同
会
議

３０
所
／
費
用
＝
２
万
円
、
会
員
１
万
８
０

０
０
円
／
定
員
＝　

人
／
申
し
込
み
＝

２０

電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
ア
ス
ベ
ス
ト
・
じ
ん
肺
健
診
】

　

対
象
＝
市
内
の
建
設
事
業
者
・
従
業

員
／
日
時
＝
２
０
０
７
年
１
月　

日
午

１８

前
９
時　

分
〜
正
午
／
会
場
＝
ぽ
っ
ぽ

３０

町
田
／
定
員
＝　

人
／
費
用
＝
５
０
０

４０

０
円
、
会
員
３
０
０
０
円
／
申
し
込
み

＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
厚
木
基
地
航
空
機
騒
音
対
策
の
防
音

工
事
施
工
事
業
者
リ
ス
ト
の
配
布
を
始

め
ま
し
た
】

　

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
業
者

は
、
同
会
議
所
の
建
設
業
会
員
の
中
か

ら
掲
載
希
望
を
募
り
、
約
１
０
０
社
を

掲
載
し
た
も
の
で
す
／
配
布
場
所
＝
同

会
議
所
（
原
町
田
３－

３－

　

、
平
日

２２

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
／
郵
送
を
ご

希
望
の
方
は
返
信
用
切
手
（　

円
）
を

８０

お
送
り
下
さ
い
／
□問
 

同
会
議
所

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加

盟
・
ス
マ
イ
ル（
造
形
教
室
）生
徒
募
集

　

絵
画
造
形
の
好
き
な
子
ど
も
や
障
が

い
の
あ
る
子
も
含
め
、
高
校
生
く
ら
い

ま
で
の
エ
コ
ク
ラ
ブ
で
す
／
活
動
日
時

＝
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
、
午
後
３
時

　

分
〜
６
時
／
会
場
＝
せ
り
が
や
会
館

３０／
□問
 

ス
マ
イ
ル
11
７
２
７
・
４
２
７
７

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加

盟
・
町
田
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
「
児
童
わ
く
わ

く
！
科
学
実
験
教
室
〜
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

ロ
ケ
ッ
ト
・
カ
ー
」

　

対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上
の
方
／
日

時
＝　

月　

日
午
前　

時
〜
正
午
（
毎

１１

１８

１０

月
第
３
土
曜
日
）
／
会
場
＝
町
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
／
費
用
＝
１
人

毎
回
２
０
０
円
／
定
員
＝　

人
／
申
し

２４

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名

・
保
護
者
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日

１１

１５

ま
で
に
町
田
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
〒　

－
０
０

１９４

４
１
、
玉
川
学
園
７－

３－

５
、
11
７

２
２
・
９
８
８
０
）
へ
。

●
町
田
養
護
学
校　

地
域
支
援
セ
ミ
ナ

ー
「
障
が
い
者
の
余
暇
支
援
を
考
え

る
」

　

対
象
＝
養
護
学
校
や
障
が
い
学
級
に

お
子
さ
ん
が
通
学
し
て
い
る
保
護
者
、

小
・
中
学
校
関
係
者
、
地
域
関
係
機
関

の
方
／
日
時
＝　

月　

日
午
前　

時
〜

１２

２６

１０

正
午
／
会
場
＝
同
校
／
申
し
込
み
＝
申

込
書
（
市
内
の
小
・
中
学
校
、
作
業
所

等
に
あ
り
ま
す
）
を　

月　

日
ま
で

１１

３０

（
消
印
有
効
）
に
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
同
校
（
〒　

－

０
０
６
３
、
野
津
田

１９５

町
２
０
０
３
、
6
７
３
７
・
０
５
８

０
、
11
７
３
７
・
０
５
７
０
）
へ
。

●
日
本
聾
話
学
校
非
常
勤
事
務
職
員
募

集
　

資
格
＝　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
、
同

４０

校
の
教
育
方
針
を
よ
く
理
解
で
き
る

方
、
パ
ソ
コ
ン
の
心
得
の
あ
る
方
、
通

勤
片
道
１
時
間
以
内
の
方
／
人
員
＝
１

人
／
給
与
＝
本
校
規
定
に
よ
る
／
採
用

＝　

月
か
ら
／
申
し
込
み
＝
電
話
連
絡

１２
の
う
え
、　

月　

日
ま
で
（
消
印
有

１１

１８

効
）
に
履
歴
書
を
郵
送
で
同
校
（
〒　
１９５

－

０
６
０
３
、
野
津
田
町
１
９
４
２
、

11
７
３
５
・
２
３
６
１
）
へ
。

●
赤
ち
ゃ
ん
の
家
保
育
園
保
健
師
ま
た

は
看
護
師
募
集
（
常
勤
）

　

０
〜
２
歳
児
の
健
康
管
理
等
／
資
格

＝
保
健
師
、
看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の

方
／
□問
 

同
園
11
７
２
６
・
９
５
５
８

●
町
田
フ
レ
ン
ズ
サ
ポ
ー
ト
職
員
募
集

【
①
厨
房
パ
ー
ト
②
指
導
員
職
員
（
常

勤
）
】

　

障
が
い
を
持
つ
方
と
一
緒
に
働
く
レ

ス
ト
ラ
ン
で
す
／
勤
務
時
間
＝
①
午
前

　

時
〜
午
後
５
時
（
シ
フ
ト
制
）
／
勤

１０務
内
容
＝
①
調
理
、
掃
除
等
②
障
が
い

を
持
つ
方
と
働
き
ま
す
／
申
し
込
み
＝

電
話
連
絡
の
う
え
履
歴
書
を
直
接
ま
た

は
郵
送
で
町
田
フ
レ
ン
ズ
サ
ポ
ー
ト

（
〒　

－

０
０
４
５
、
南
成
瀬
５

－

１９４

　

、
総
合
体
育
館
内
、
11
７
２
７
・
９

１２８
４
４
）
へ
。

●
花
の
郷
・
有
期
契
約
職
員
募
集

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
の
作
業
・

生
活
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
／
勤

務
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

分
／
□問
 

花
の
郷
11
７
３
７

１５

・
３
２
４
８

●
わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り

　

日
時
＝　

月　

日
午
前　

時
〜
午
後

１１

２３

１０

２
時
／
会
場
＝
小
川
小
学
校
／
内
容
＝

バ
ザ
ー
、
模
擬
店
等
／
□問
 

わ
ん
ぱ
く
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
11
７
９
５
・
５
８
７
５

●
初
心
者
ら
く
ら
く
陶
芸
教
室

　

対
象
＝
陶
芸
初
体
験
の
方
／
日
時
＝

　

月
１
日
午
後
１
時
〜
２
時
／
会
場
＝

１２コ
メ
ッ
ト
会
館
（
原
町
田
）
／
内
容
＝

手
び
ね
り
制
作
、
絵
付
け
ほ
か
／
定
員

＝　

人
／
費
用
＝
１
人
１
５
０
０
円
／

１０
申
し
込
み
＝　

月　

日
ま
で
に
明
和
荘

１１

２４

タ
イ
ム
ス
（
11
７
２
６
・
９
８
４
９
）

へ
。

●
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ぬ
く
も

り
の
園
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

詳
細
は
ぬ
く
も
り
の
園
（
11
７
９
８

・
１
３
８
６
）
へ
。
本
紙　

月　

日
号

１０

２１

掲
載
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
ま
す
。

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
セ

ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
ほ
か
、
女
性
の

人
権
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
／
日
時
＝　
１１

月　

日
〜　

日
午
前
８
時　

分
〜
午
後

１３

１９

３０

７
時　

分
（
土
・
日
曜
日
は
午
前　

時

３０

１０

〜
午
後
５
時
）
／
電
話
番
号
＝
11
０
５

７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
／
□問
 

東
京
法

務
局
内
東
京
都
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

11　

・
５
６
８
９
・
０
５
１
２

０３
●
文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
南
地
域
子

ど
も
教
室
・
レ
コ
パ
ン
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

都
合
が
つ
く
時
間
帯
で
、
子
ど
も
と

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
／
資
格
＝
高
校

生
〜
シ
ル
バ
ー
世
代
ま
で
／
日
時
＝
毎

●
昭
和
薬
科
大
学
市
民
公
開
講
座

【
薬
学
最
前
戦
・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
お

く
す
り
療
法
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝　

月
２
日
午
後
２
時
〜
４
時
／
会
場

１２
＝
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
／
講
師
＝
同
大

学
教
授
・
山
崎
浩
史
氏
、
熊
本
大
学
大

学
院
薬
物
治
療
学
研
究
室
・
中
川
和
子

氏
／
定
員
＝
１
５
０
人
程
度
／
□問
 

同
大

学
11
７
２
１
・
１
５
１
１

●
法
政
大
学
公
開
講
座
「
少
年
野
球
教

室
」

　

対
象
＝
同
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
周

辺
の
小
学
４
〜
６
年
生
の
少
年
野
球
チ

ー
ム
選
手
／
日
時
＝　

月　

日
午
前
９

１１

２６

時　

分
〜
午
後
４
時
／
会
場
＝
同
大
学

３０
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
／
内
容
＝
基
本
・
応

用
技
術
習
得
の
た
め
の
実
践
的
な
練
習

／
定
員
＝
３
０
０
人
（
１
チ
ー
ム　
１０

人
）
、
雨
天
時
１
０
０
人
（
１
チ
ー
ム

３
人
）
／
申
し
込
み
＝　

月　

日
午
前

１１

１６

　

時
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

１０（
6
７
８
３
・
２
７
３
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

tam
atai@

h
osei.ac.jp

）
で

参
加
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
詳
細
は

平
日
の
午
前　

時
〜
午
後
４
時
に
同
大

１０

学
（
11
７
８
３
・
２
７
３
４
）
へ
。

●
桜
美
林
大
学
の
催
し

【
桜
美
林
学
園
創
立　

周
年
記
念
・
小

６０

林
玲
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
】

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
６
時　

分
開

１１

２９

３０

場
、
午
後
７
時
開
演
／
会
場
＝
杜
の
ホ

ー
ル
は
し
も
と
（
相
模
原
市
）
／
内
容

＝
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
（
グ
ノ
ー
）
、
歌
劇

「
ト
ス
カ
」
よ
り
「
歌
に
生
き
愛
に
生

き
」
（
プ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
）
ほ
か
／
チ
ケ

ッ
ト
取
扱
い
＝
電
子
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（
11
０
５
７
０
・　

・
９
９
９
９
、
Ｐ

０２

コ
ー
ド
２
３
７

－

８
５
５
）
、
チ
ケ
ッ

ト
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
11
７
４
２
・
９
９
９
９
、

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｍ　

ｍ
ｍ
桜
美
林
学
園
店
内
学

生
相
談
窓
口
11
７
９
７
・
９
９
４
４
／

□問
 

同
大
学
総
合
文
化
学
群
事
務
室
11
７

９
７
・
５
９
２
５

【
桜
美
林
学
園
創
立　

周
年
記
念　

何

６０

芳
川
教
授
追
悼
記
念　

桜
美
林
大
学
・

北
京
大
学
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

－

新
人

文
主
義
と
共
生
と
環
境
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝　

月　

日
午
後
０
時　

分
〜
５
時
、

１１

１８

３０

　

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

１９

３０

３０

／
会
場
＝
同
大
学
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
太

平
館
／
□問
 

同
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

11
７
９
７
・
５
４
１
９

【
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
緊
迫
す
る
ア

ジ
ア
情
勢
と
日
本
」
】

　

衆
議
院
議
員
の
高
市
早
苗
氏
、
逢
沢

一
郎
氏
、
前
原
誠
司
氏
等
を
交
え
、
外

交
・
安
全
保
障
問
題
を
論
じ
ま
す
／
日

時
＝　

月　

日
午
後
５
時　

分
〜
７
時

１１

２９

４５

　

分
（
予
定
）
／
定
員
＝
２
０
０
人
／

３０申
し
込
み
＝
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
所

属
先
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で
に
郵
送
・

１１

２２

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
大
学
国

際
学
研
究
所
（
〒　

－

０
２
９
４
、
常

１９４

盤
町
３
７
５
８
、
6
７
９
７
・
９
９
０

０
、
11
７
９
７
・
６
９
１
４
、
Ｅ
メ
ー

ルin
tr
n
tn
l@
o
b
ir
in
.a
c
.jp

）へ
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
飲
酒
運
転
は
、
身
体
に

取
り
込
ま
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
が
運
動
能

力
や
判
断
力
を
鈍
ら
せ
、
死
亡
事
故
や

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険

な
行
為
で
す
。

　

飲
酒
運
転
に
「
つ
い
」
「
う
っ
か

り
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
「
飲
ま
せ
た
人
」
「
一
緒
に

車
に
乗
っ
た
人
」
な
ど
も
罰
せ
ら
れ
る

犯
罪
で
す
。
町
田
警
察
署
で
は
、
飲
酒

運
転
を
撲
滅
す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
厳
し
い
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

酒
酔
い
・
酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
逮

捕
者
は　

人
と
、
警
視
庁
管
内
で
は
一

４２

番
多
い
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

危
険
運
転
致
死
傷
罪
と
は
〜
飲
酒
運

ピーポくんピーポくん�

町田情報町田情報�
ピーポくん�

町田情報�

町
田
警
察
署
生
活
安
全
課
1
７
２
２
・
０
１
１
０
（
内
６
５
１
２
）

町
田
市
安
全
対
策
課
1
７
２
４
・
３
２
５
４

飲
酒
運
転
撲
滅
！

逮
捕
者
急
増
！

－

町
田
市
か
ら
飲
酒
運
転

を
追
放
し
ま
し
ょ
う－

行政罰懲役罰金

免許取り
消し処分３年以下５０万円

以下　
酒酔い
運転　

免許停止
処分　　１年以下３０万円

以下　
酒気帯
び運転

合計無免許運転運転中物件人身項目

３５件１件６件１８件１０件酒気帯び
運転

７件０件２件３件２件酒酔い
運転

４２件１件８件２１件１２件計

（２００６年町田警察署管内逮捕者・１０月１３日現在）

酒
気
帯
び
・
酒
酔
い
運

転
等
に
よ
る
罰
則
規
定

転
な
ど
、
故
意
危
険
・
悪
質
な
運
転
を

し
て
人
を
死
傷
さ
せ
た
者
は
、
危
険
運

転
致
死
傷
罪
の
適
用
を
受
け
、
最
長　
２０

年
の
懲
役
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

①
運
転
す
る
な
ら
酒
は
飲
ま
な
い

②
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

③
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な
い

④
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な
い

絶
対
守
る
４
ケ
条

の
ん
だ
ら　

の
る
な

の
る
な
ら　

の
む
な



２００６．　．　（　） １１ １１８ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

１１／

１１
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　�外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�とくとみ内科消化器科医院○内 
 （南成瀬１－１９－４　11７２９・１６１６）

　�もとはしクリニック○内 
 （中町２－１４－１０　11７２７・９９３０）

　�玉川学園土屋クリニック○内 
 （南大谷２１９－２３　11７２９・５２２８）

　�やもりこどもクリニック○小 
 （真光寺２－３７－１１　11７３７・３６７５）

　�こじま内科○内  （小山町３２４５－１　11７７０・２５１３）

１２
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１３
月

○京王閣競輪開催（～１５日　○問 東京都十一市
競輪事業組合11０４２４・８９・１３１１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）

○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

○なんでも健康・栄養相談（１０時～１２時１０分　総合体育館 
○問 健康課11７２５・５１７８）

１４
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１６日　起昌
自然印象展○問 陳11０９０・６１３７・５６５９）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
１時５０分：山王塚公園
２時　　：能ヶ谷にじの丘公園、武蔵岡住宅
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）

○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）１５

水

☆市民ホールギャラリー（～１９日　木彫作品
展○問 木彫コンパニー11７３４・２４２４）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）

○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

○なんでも健康・栄養・歯磨き相談（９時１５分～１０時３０ 
分　１時１５分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・
５１７８）

１６
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハイ

ツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

１７
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）

１８
土

☆国際版画美術館市民展示室（～１９日　第２４
回昌熾会書展○問 弓納持11７２８・７３８８）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　あけぼの病院 （11０４２・７２８・１１１１）
　�外科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
★休日眼科急患診療（午前９時～午後５時）
　氏川眼科医院
 （原町田６－７－１４　11０４２・７２０・０５３０）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�豊川小児科内科医院○小 ○内 
 （つくし野２－１８－１８　11７９５・４４６５）

　�町田東口クリニック○内 
 （森野１－３４－１３　11７２１・８８５５）

　�たまがわ医院○内 ○小 
 （玉川学園４－１５－１５　11７２０・３８８８）

　�はやし内科クリニック○内 
 （真光寺２－３７－１１　11７３６・５５０１）

　�多摩境きむらクリニック○内 ○小 
 （小山ヶ丘５－２－６　11７７４・１７００）

１９
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）２０
月

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

飲酒運転は�

　絶対にやめましょう！�

�

飲酒運転は�

　絶対にやめましょう！�

�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�
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低利で安心な公的融資を斡旋・紹介します�

事業資金・開業資金のご案内�
●「無担保・無保証人」のマル経融資制度�

●町田市、東京都、国民生活金融公庫など�

融資限度額…５５０万円　利率…年２．０％（平成１８年１０月１２日現在）�

【連絡先】町田商工会議所　中小企業相談所�
町田市原町田３－３－２２（百円館ダイソー向い）　電話０４２－７２２－５９５７�
URL   http://www.machida-cci.or.jp

お気軽にご相談ください！�

いっしょに考えてみませんか�

●遺産と相続について�

●悪徳商法とクーリングオフ�

●交通事故と損害賠償�

とりあえず�
ご連絡ください�

行政書士�媚山豊英�
こび やま とよ ひで�

〒194-0003�
東京都町田市小川3-16-23 E-mail　k-m.office@r2.dion.ne.jp

042－799－53081


